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ゼミ内容: 本ゼミでは，TEXについての最も基礎となる部分を学ぶ．具体的には，TEXの歴史や意義，
TEXのインストール方法と各種の設定，簡単な利用方法を説明する．

1 TEXの基礎

1.1 TEXの誕生

TEXとは，数学者でもありコンピュータ科学者でもあ
る，アメリカ・スタンフォード大学の Donald E.Knuth
博士によって開発された組版1用のソフトウェアです．

当時のコンピュータによる組版結果は，活版印刷によ

るものと比べて数式などの仕上がりが悪く，Knuth博士
はとても失望したそうです．そのため，Knuth博士は約
4年をかけ，特に組版が難しいと言われる技術関係の書
物を美しく組版できるようなソフトウェアである TEX
を開発したのです．

1.2 LATEXとは何か

TEXの組版機能は主に「プリミティブ」と呼ばれる
もっとも原始的で組版指定の根本に関わる命令群によっ

て実現されています．原始的であるため，普通に文章を

作成するときにこれらのプリミティブをいちいち操作す

るのではまったく非効率です．

そこで，効率よくそれらの機能を実現してくれるのが

「マクロ」です．マクロとは，一定の組版処理を行うプリ

ミティブや別のマクロを組み合わせて新たに作成した命

令をいいます．TEXには，約 300個のプリミティブと約
600個の「plainTEX」マクロという，あわせて 900個の
命令が最初から備わっています．plainTEXとは Knuth
博士が作成した，文書を記述するために必ず必要となる

であろう最低限と思われるマクロ集です．

さて，そのような数あるマクロ集のなかで，世界的に

最も広く用いられているのが，DEC社の Lamport氏が
作成した LATEXです．現在日本で TEXによって組版が
行われるとき，ほとんどの場合は LATEXをベースにし
ています．

LATEXがこれほど広く利用されるようになった理由は，
LATEXにおける最大の特徴であるその文書のデザイン方
法に見出すことができます．文書のデザイン方法は，一

般的に「視覚デザイン」と「論理デザイン」と呼ばれる 2
1正確には，「原稿の指定に従って，順序・字詰・行数・字間・行間・

位置などを正しくくみ上げること．植字．」（広辞苑より）となってい
ます．簡単に言えば，印刷物を作るために文字を配置することです．

通りの方法があり，LATEXは「論理デザイン」のほうを
採用しています．以下でこの 2つの方法について，それ
ぞれの特徴や長所と短所について述べることにします．

1.3 視覚デザインと論理デザイン

1.3.1 視覚デザイン

視覚デザインとは，最近“What You See Is What You
Get（見たままに出力できる）”，略して“WYSIWYG”
と呼ばれており，名前が示すとおりディスプレイ上で編

集しているものとまったく同一の印刷出力が得られるデ

ザイン手段です．希望どおりに文字を配置し，自分で整

形して，自分が美しいとおもえる出力を手軽に取得でき

るのです．

しかし，文書の規模が一定以上（たとえば，画面を何

度もスクロールさせなければならない規模）になると，

図表や通し番号をつける場合には効率が悪くなること

があります．このことは皆さんも経験的にわかると思い

ます．

WYSIWYGのシステムは，画面上で見ているとおり
の出力を得られる点では非常に便利な側面も持っていま

すが，反面，「What You See Is All You’ve Got（見たと
おりの出力しかえられず，ミスの有無には関知しない）」

というシステムだとして揶揄されることもあります．

1.3.2 論理デザイン

視覚デザインに対して，論理デザインは，文章の持つ

論理構成にのみ着目して文章をデザインする方法で，一

般に「マークアップ方式」などと呼ばれます．他にマー

クアップ方式を採用している言語としてHTML（Hyper
Text Markup Lanuage）が挙げられますが，このHTML
で記述されているWebページを思い浮かべてみてくだ
さい．あるWebページを表示しているときにWebブラ
ウザのウィンドウサイズを変更すると，Webページの
外見はウィンドウのサイズにしたがって適切に変化しま

すが，中央揃えであるとか，段落であるとか，箇条書き

であるとか，表であるとか，文章の論理構造にはまった

く影響はありません．これは，文章の論理構成に応じて

原稿中に埋め込まれたマクロ命令に従って，自動的に体
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裁を整えて文章を作成するのです．

これが，論理デザインの最大の特徴といえます．論理

デザインでは，中央揃えであるとか，段落であるといっ

た文章の論理的な構成をあらかじめ何らかの手段でマー

クアップしておくことで，体裁に依存しない文章を作成

することができるのです．

LATEX の場合，文章の論理的な構成は，あらかじめ
LATEXに用意されている「環境」と呼ばれるマクロ命令
を通じて TEXに伝えられます．たとえば，「同レベルの
要素を列挙する」論理構成である「箇条書き」の場合,
箇条書きの始まりと終わりにそれを宣言する命令を，箇

条書きの各要素にもそれとわかる命令を，それぞれ指定

することによって，TEXに文章の構造を理解させること
ができます．

また，LATEX には，環境のほかにも文章の構成要素
（章や節）を指定する命令や，参照用の通し番号をつけ

たり，その通し番号を参照したりするための命令なども

提供されています．

ユーザはこれらの命令を使用して，文章の論理構成や

構成要素を TEXに正しく命令を伝えるため，原稿中で
ただしく命令を使用する必要があります．また，ユーザ

は，文字の具体的な大きさ，配置などに気を使う必要が

なくなりますから，原稿内容に専念することができるた

め，LATEXで文章を作成すると必然的に論理構成が整っ
た，よく考えられた文章ができあがるとされています．

そのように論理構成や構成要素をもとに組版を行います

から，文章の論理構成や構成要素を的確に表した美しい

文書が自然に出来上がります．

1.4 何故TEXを用いるのか

TEXは個人で文書を利用する時は手間が少しかかって
しまうが，当研究室などにおいて論文などをグループ利

用する時には，Wordに比べて格段に手間を省く事がで
きます．それでは，実際にどういった部分で優れている

のかについてや，その逆の欠点についてを以下で説明す

ることにします．

1.4.1 利点について

• 文章の体裁に依存しない文章作成が出来る
文章のデザイン法としてマークアップ方式をとって

いる為，文章の論理構成に応じて原稿中に埋め込ま

れた LATEXのマクロ命令が自動的に文章のレイア
ウトを決定してくれる．

• フォーマットの統一
複数で文章を作成する時，各々で作成した文章を集

めてくるだけで統一された文章をすぐに仕上げるこ

とができる．

• スタイルファイルの利用

TEXには文書構造とレイアウトの対応を定義する
ためのスタイルファイルというものがある．スタイ

ルファイルを変更するだけで，文章のソースを変更

することなく，文章のレイアウトを変更することが

できる．例えば，論文を提出する際にも，スタイル

ファイルを指定すると各学会の規格に合った論文を

瞬時に作ることが出来る．

• 細かいレイアウトを考慮する必要がない
脚注を挿入したい場合や表や数式に参照用の通し番

号を付けたい場合などでも，LATEXが自動的に正確
な処理を行ってくれる．

• 再利用性に優れる

1.4.2 欠点について

• レイアウトの自由度が小さい.

レイアウトはTEXが決定するため,文章のレイアウ
トに個性を発揮する事が出来ない．

• ファイルの扱いが困難．
TEXは画像と文書は別ファイルになっているため
にファイル構成が困難である．また，画像を EPS
ファイルに変換して貼り付けるという作業が必要に

なる．

2 LATEXのインストール

2.1 インストールの前に

TEXのシステムをハードディスクにインストールす
るためには，最低でも 50Mバイト程度の空き容量が必
要となります．また将来的にさまざまなフォントやマク

ロを追加したり，原稿ファイルを作成したりすることを

考えると，最低でも 100Mバイト程度の空き容量がある
ハードディスクを用意したほうがよいでしょう．

2.2 インストーラの起動

2.2.1 インストーラの起動の前に

まずインストーラを起動する前に，次の作業を実行し

てください．

• コンピュータを起動させた後，長時間にわたって作
業していた場合には，インストールの際にシステ

ムにかかる負担でWindowsが不安定になることが
あります．いったんコンピュータを再起動してくだ

さい．

• すべてのアプリケーションソフトを終了させてくだ
さい．特に，ウィルスチェッカーなどの常駐アプリ

ケーションソフトを利用している場合，常駐を解除

からインストールしないと，インストール作業に失

敗することがあります．
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• EzTEXがタスクトレイに常駐している場合には，終
了させてください．

• もし“常駐秀丸”を利用していて，秀丸エディタの
アイコンがタスクトレイに表示されているなら，そ

れを終了させてください．

以上の点を間違いなく実行したら，pTEX2.1.8の実行
環境を構築するために，さっそくインストーラを起動さ

せましょう．まず，CD-ROMを CD-ROMドライブに
挿入してください．次にマイコンピュータで CD-ROM
を参照します．“Platex2e1999”と表示されているドライ
ブをクリックして，CD-ROMの中身を見てみましょう．

TEXの CD-ROMを立ち上げると Fig. 1 の画面がで
るので，setup.exeをクリックします．

Fig. 1 Platex2e1999の中身

2.2.2 インストール作業の開始

インストーラの起動に成功するとFig. 2のような画面
が表示されます．インストーラが pTEXの環境を発見で
きなかった場合には，Fig. 2のような画面が表示されま
す．この場合にはインストール開始ボタンを押すとイン

ストール作業を開始できます．インストーラがシステム

の中にインストール済みの pTEXの環境を発見したとき
はアンインストールボタンが有効になります．この場合

はインストーラの起動後，若干の時間を要します．アン

インストールボタンが有効になったら，このボタンを押

す事で発見した pTEX環境を削除することができます．

2.3 インストールの実行

現在 Fig. 3 のような画面が表示されているはずです．
これを読み終えたら次へボタンを押して，次の画面に進

みます．以降のインストールの作業は，ウィザード形式

で進行します．

2.3.1 インストールするコンポーネントの選択

まず最初に Fig. 4 のような画面が表示されます．こ
の画面では，インストールするコンポーネントを選択

します．すでにチェックしてあるもの（pTEX2.1.8基本

Fig. 2 pTEXの環境を発見できなかった場合

Fig. 3 インストール開始

セット，LATEX2e パッケージ集，dvipsk）だけでいいの
で「次へ」ボタンを押します．

Fig. 4 インストールするコンポーネントの選択

2.3.2 フォントの解像度の選択

Fig. 5では，インストールするフォントの解像度を選
択します．ここでは利用するプリンタと同じ解像度にす

るので，300dpiと 600dpiを選択して「次へ」ボタン
を押します．

2.3.3 その他のソフトウェアのインストール

Fig. 6 に示すようにこのインストーラは，pTEX本体
のほかにも，秀丸エディタや TEXMACなど，関連する
ソフトウェアをインストールすることができます．これ

によって，その他のソフトウェアをインストールしたり，
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Fig. 5 インストールするフォントの解像度の選択

TEXの環境にあわせて設定したりします．ここでは“秀
丸エディタ＋ TEXmac”のみをチェックし，秀丸のイン
ストール先を確認し，「次へ」を押します．すでに秀丸が

インストールされている場合は，「参照」ボタンを押し，

秀丸エディタの実行ファイル（Hidemaru.exe）の場所を
指定します．

Fig. 6 その他のソフトウェアのインストール

2.3.4 インストールの最終確認

最後に，インストール先となるフォルダを設定します．

（Fig. 7）“起動ドライブ”が“c:Y”になっていると，“イ
ンストール先フォルダ”が“ c:Y”になっていることを確
認したら「完了」ボタンを押してください．インストー

ル作業が始まります．

2.4 インストールの作業の経過

この節ではインストール作業の経過について説明し

ています．インストール作業の途中でいくつかの質問を

されますので，この節の内容にしたがって設定してくだ

さい．

2.4.1 ファイルをハードディスクにコピーする

ファイルのインストール作業は自動的に進みます．

ファイルのインストール作業はこのように順々に進行

しますが，秀丸エディタをインストールするために途中

Fig. 7 インストールの最終確認

で一時停止します．

2.4.2 秀丸エディタのインストール

Fig. 6 で“秀丸エディタ＋TEXmac”というコンポー
ネントを選択しているので，秀丸エディタのセットアッ

ププログラムが起動します．初めて秀丸エディタをイン

ストールする場合には，はじめの説明の画面で「次へ」

ボタンを押してください．この時インストーラは，Fig.
8 のようなダイアログボックスを表示しますが，このダ
イアログボックスは秀丸エディタのセットアップが終了

するまで，絶対に操作しないでください．秀丸エディタ

のインストールが完了しない状態でこのダイアログボッ

クスを操作しても，インストール作業を先に進めること

はできません．

Fig. 8 秀丸エディタの入力待ちメッセージ

秀丸エディタのセットアップの最初の画面で「次へ」

ボタンを押すと，秀丸のインストール先を示す画面が表

示されるので，インストール先のフォルダは変更せずに

「次へ」ボタンを押します．次の画面では「いいえ」を

選択し，「次へ」ボタンを押します．

すると秀丸エディタの常駐確認の画面になっているは

ずです．秀丸エディタは常駐させて利用することもでき

ますが，ここでは常駐させないこととして話を進めます

ので2，そのように設定してから「次へ」ボタンを押し

てください．ここでは，デフォルトのキー配置を選択し

ますが，後からキー配置を変更しなければなりませんの

で，ここではそのままの選択で，「次へ」ボタンを押し

2秀丸エディタは常駐させなくても十分早いですし，常駐しないほ
うがシステム全体も安定します．どうしても常駐させたい人は常駐さ
せても構いません．
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てください．次の高速化の設定では，デフォルトのまま

「次へ」を押します．

エクスプローラから TEXの原稿ファイルを開くと秀
丸エディタが起動してそのファイルを表示してくれると

便利です．このように，任意のファイルと秀丸エディタ

とを関連つけたいときには，「はい」を選択して「次へ」

ボタンを押して，次に拡張子を登録します．画面には関

連付けられている拡張子の一覧があります．（Fig. 9）

Fig. 9 関連付けの設定

ここで「追加」ボタンを押して Fig. 10 の画面の記入
欄に“ tex”と入力してください．

Fig. 10 拡張子の入力

「OK」ボタンを押すと先ほどの画面の一覧に，関連
付けされた拡張子として“ tex”が追加されます．（Fig.
11）

ここで「次へ」ボタンを押してください．すると秀丸

エディタの登録の画面が表示されます．ここでは出てき

たとおりのチェックで構わないので，そのまま「次へ」

ボタンを押してください．次に「完了」ボタンを押すと，

秀丸エディタのセットアッププログラムは終了します．

以上で秀丸エディタのインストールは完了です．秀丸エ

ディタが起動しますので，ここでは何もしないでそのま

ま秀丸を終了させます．そして最後に Fig. 8 の秀丸エ
ディタのインストール終了を示すダイアログボックスの

「はい」ボタンを押し，インストール作業を継続します．

Fig. 11 拡張子追加の確認

3 Ghostscriptのインストール

3.1 Ghostscriptとは

PostScriptは，プリンタなどの出力装置を制御するた
めのプログラミング言語です．

しかし，Windowsは，PostScript言語を直接理解す
ることができませんから，PostScriptファイルの取り扱
いは BMPファイルと比較すると簡単なことではありま
せん．

しかし，PostScript言語を解釈するGhostscriptとい
うプログラムを利用すると，PostScript形式や EPS形
式の画像ファイルや文書ファイルをWindows上で利用
可能な画像形式に変換して画面上に表示させたり，本来

は PostScript言語を解釈できないプリンタに出力させ
たりすることができるようになります．

本研究室では，TEX に画像を貼り込むために EPS
形式の画像ファイルを使用しています．そこで，DVI-
OUTで EPSファイルの貼り込みを可能にするために，
Ghostscriptをインストールします．

3.2 Ghostscriptのインストールと設定

3.2.1 Ghostscriptのインストール

それでは，Ghostscriptのインストールを説明します．
Ghostscriptの CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入
し，CD-ROMを開くとある gs704w32.exeを起動する
と Fig. 12の画面が表示されます．

Fig. 12 Ghostscriptのインストール初期画面

ここで，[Setup]ボタンを押すと，Fig. 13の画面が表
示されます．設定は全てデフォルトのままで大丈夫で
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すので，[Install]ボタンを押してインストールを実行し
ます．

Fig. 13 Ghostscriptのインストール画面・オプション
選択

以上で Ghostscriptのインストールが完了しました．
しかし，Ghostscript単体では日本語に対応していない
ために，日本語が施されたパッチをインストールする

必要があります．インストーラと同じフォルダにある

gs704-j-wapi.zipを解凍して，その中のフォルダ gs7.04
を先ほどインストールされた Ghostscript のフォルダ
(c:YgsYgs7.04)に上書きします．

次に，Ghostscriptが使えるように設定します．Win-
dows 2000/XPの場合はインストーラと同じフォルダの
gs-settings.regをダブルクリックすることにより，レジ
ストリに設定が書き込まれます．

3.2.2 GSViewのインストール

EPSファイルをGUI環境でプレビューするためには，
GSViewを使用します．Ghostscriptのインストーラと
同じフォルダにある gsv42w32.exeを起動するとFig. 14
の画面が表示されます．

Fig. 14 GSViewのインストール初期画面

Fig. 15の言語選択の画面では Englishを選択してく
ださい．その後はウイザード形式でインストールが進行

していきます．その他の設定は全てデフォルトのままで

大丈夫です．

以上でインストールは完了です．では，正しくインス

トールされているかどうかを確認します．

スタートメニューの Ghostgum から GSView 4.2 を

Fig. 15 GSViewのインストール画面・言語選択

選択し，GSView を起動します．[File]–[Open...] から
c:YgsYgs7.04YkanjiYarticle9.psを開きます．Fig. 16の
画面が表示されれば問題はありません．

Fig. 16 EPSファイルの表示例

3.2.3 DVIOUTの設定

次に DVIOUT で Ghostscript が利用できるよ
うにします．DVIOUT を起動し，[Option]–[Setup
patameters...] で設定ダイアログを表示し，その中
の Graphic タブを選択します (Fig. 17)．その中の
gsx ボタンを押せば，Ghostscript へのパスが自動的
に検出され，横のテキストボックスに表示されます．

オートサーチされない場合は，gsx ボタンの横のテキ
ストボックスに “c:YgsYgs7.04YbinYgswin32c.exeˆ-
Ic:YgsYgs7.04Ylib;c:YgsYfonts;c:YgsYgs7.04Ykanji”
と入力してください．

[Save]ボタンを押してこの設定を保存してください．
[Save]ボタンを押さないと設定がレジストリに保存され
ないので注意してください．[OK]ボタンを押して設定
ダイアログを終了します．
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Fig. 17 DVIOUTの設定画面

4 PTEXの動作環境

コンピュータが再起動すると，TEXが利用できる状
態になっています．ここでは，インストールを済ませた

TEXの動作を確認します．また今後，TEXをインストー
ルしたフォルダを c:Yptexだと仮定します．

4.1 PTEXによる処理

インストールされた TEX環境は，GUIシェルによっ
て統合的に操作できるようになっています．GUIシェル
とは，TEXの実行ファイル群を内部で動作させ，画面上
にその動作状況を表示する特殊な制御プログラムです．

　この章では，GUI シェルを利用して，サンプルとし
て用意されている原稿ファイルを実際に処理し，その動

作と利用方法を確認します．サンプルの原稿ファイルは

c:YptexYsampleフォルダにインストールされています．
　デスクトップ上に GUIシェルのアイコンが用意され
ているので，そのアイコンにドラッグ＆ドロップする説

明します．

　まず，Windowsの「マイコンピュータ」を開いて，C
ドライブ，ptexフォルダ，sampleフォルダと順にたど
り，c:YptexYsample フォルダを表示させます．
　この中から testlatex2e.texファイルを探し，そのファ
イルを GUIシェルのウィンドウやアイコンにドラッグ
＆ドロップします．

　GUIシェルにファイルが正しくドロップされると，次
の様に TEX処理が始まります．　しばらく待ってると，
処理が終了した事を示す次のようなメッセージが表示さ

れますので，確認してください．この時点で，原稿がファ

イルの組版結果である DVIファイル（testlatex2e.dvi）
が生成されています．testlatex2e.texファイルはサンプ
ルファイルなので，正常な動作環境が整っているならば，

正常に処理が完了し，Fig. 19の画面が表示されるはずで
す．正常に処理が完了して Fig. 19のメッセージが表示
されたら「OK」ボタンを押してメッセージを消します．

Fig. 18 GUIシェルで TEXの処理を行っているところ

Fig. 19 処理終了のメッセージ

4.2 DVIOUTによる出力

次にメニューから「ファイル」－「DVIOUT」を選択
します．すると，こんどは DVIOUTが起動し，組版結
果を表示しようとします．

　しかし，TEXをインストールしたばかりの段階では，
このDVIファイルを表示するために必要な，ある解像度
のフォント (cmmi12)が不足しています．DVIOUTに
は，任意の解像度のフォントが不足した時に，そのフォ

ントを自動作成する機能が搭載されています．

　不足しているフォントの作成が終了すると，Fig. 20
のような DVIOUTで組版結果が表示されます．
　組版結果を DVIOUTで問題無く表示できるようであ
れば，TEX，GUIシェル，DVIOUTのインストールと
設定は完了しています．

Fig. 20 DVIOUTによる表示例
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4.3 PTEX環境の完成

　以上で，GUI シェルの動作は確認できました．基
本的な利用方法についても，理解できたはずです．これ

で，任意の原稿ファイルを処理し，出力できる環境が入

手できた事になります．　しかし，いくらか処理環境と

出力環境が構築できでも，原稿が存在しなければ意味が

ありません．そこで，次に秀丸エディタによる統合環境

を利用して，原稿を作成する方法について概説します．

5 TEXMACの設定と利用

この節では，秀丸エディタと TEXMACを利用した総
合環境の設定方法と利用について解説します．TEXMAC
とは，秀丸エディタ上でTEXやLATEXの命令をメニュー
形式で入力したり，入力した命令を補完したり，作成し

た原稿をTEXで処理して，DIVOUTで出力できるよう
にするものです．

5.1 TEXMACの環境設定

5.1.1 秀丸エディタへの登録

まず，秀丸エディタ（以下秀丸）を起動します．秀丸

を起動したらメニュー画面から「その他」―「キー割り

当て」を選択します．Fig. 21のようなキー操作に対し
て機能を割り当てるためのダイアログボックスが表示

されますので，Fig. 22に示すように「読み込み」を選
んでください.キー割り当てを記憶したファイルがリス
ト形式で表示されます．TEXMACの登録は，TEXMAC
に対応したキー定義ファイルを読み込むことで実現さ

れます．ここでは，Fig. 23に示されたリストの中から
「def-tm98.key」を選択し「OK」を押してください．以
下の説明も「def-tm98.key」ファイルを選択したものと
して，話を進めます．

Fig. 21 秀丸エディタにキー割り当てを登録その１

5.2 TEXMACによる原稿の執筆

では，実際に TEXMACを使用して，原稿を作成し，
TEXで処理する方法についてみてみることにしましょう．

Fig. 22 秀丸エディタにキー割り当てを登録その２

Fig. 23 秀丸エディタにキー割り当てを登録その３

5.2.1 必須となる設定事項の入力

秀丸エディタを起動したら，最初に「Ctrl」＋「￥」
キーを押します．すると，Fig. 24のような画面が表示さ
れます．ここで，文書クラスやクラスオプション，パッ

ケージなど，LATEXで必須となる項目を設定することが
できます．表示されたメニューから「この設定で実行」

を選んだら「Enter」キーを押します．するとFig. 25の
ように表示されます．入力された文字列のうち，「￥」の

記号で始まる文字列は TEXや LATEXの命令で，「% 」の
記号以降はコメントです．Fig. 25で入力された命令群
には LATEXの原稿を作成する上で，必ず記述しておか
なければならない必須の命令が含まれています．

Fig. 24 sset2e.macの起動
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Fig. 25 sset2e.macによる自動入力

5.3 原稿の執筆

すでに，LATEXで文章を作成する際に必須の命令群を
入力しました．次は，いよいよ本文を記述します．秀丸

エディタ上のカーソルは￥begin{document}と入力され

ている行の次の行に移動しているはずです．もしこの位

置になければ，矢印を用いて，その位置へ移動してくだ

さい．

LATEXで文章を作成するためには，本文以外にいくつ
かの命令を記述しなければなりません．これらの命令は

多数あり，一度に覚えることは困難になります．しかし

TEXMACは，これらの面倒な命令語の入力を助けてく
れます．

簡単な例文をTEXMACの機能を利用して作成してみ
ましょう．

まず，「Ctrl」＋「[」キーを押して texmac98.macと
いうマクロを起動します．Fig. 26のようなメニューが
表示されますので，「見出し」に移動して「Enter」キー
を押します．すると，章や節などの，文章の見出しを記

述するための命令を選択するメニューが開きます (Fig.
27)．この中から，「節の見出しに移動して Enter」キー
を押します．

この操作によって，秀丸エディタにはセクション (節)
を開始するための，￥section命令が入力されます．こ
の時点でカーソルは￥section命令の直後の「｛　」と
「　｝」の間に表示されているはずです．

LATEXでは，命令にとって必須となる引数を「｛　」と
「　｝」の間にはさみ，また，状況に応じて指定可能な

オプション引数を「　 [　」と「　]　」で挟んで，それ
ぞれ指定する約束になっています．つまりこの場合，￥

section命令の引数を「｛　」と「　｝」の間に入力すれば
よいことになります．￥section命令はセクションを開
始するための命令ですから，ここでは，「｛　」と「　｝」

の間にセクションの見出しを入れればよいということで

す．ここでは，仮に「はじめに」と入力してみましょう．

Fig. 26 texmac98.macのメニュー

Fig. 27 見出しを選択すると表示されるメニュー

また，改行して「YLaTeXゼミは必修ゼミです」と入力
してください．(Fig. 28)

以上で示したように，texmac98.mac を用いると，
LATEXの命令を大きな分類の中から選択し，秀丸エディ
タに入力することができるようになります．このマクロ

を用いると命令を忘れてしまった場合なども，メニュー

に表示される簡単な説明からその命令を探しエディタ上

に入力できるので便利です．

しかしながら，いちいちメニューを順番にたどらなけ

ればならないのでは面倒ですし，文章の作成効率も低下

してしまいます．そこで，TEXMACには,Fig. 29に上
げたような，rtex*．macというマクロが用意されてい
ます．tex*．macは「Ctrl」＋「F」，「D」，「E」，「K」，
のいずれかを押すことで，起動できます．

ここで，これまでに記述した原稿を，保存することに

します．保存するためには，秀丸エディタのファイル」－

「名前をつけて保存」を選択してください．すると，ダ

イアログボックスが表示されるので，適当なファイル名

を入力します．このとき，ファイルの拡張子を「tex」に
するようにしてください．ダイアログボックスの「保
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Fig. 28 例文を打ち込んでみる

Fig. 29 デフォルトのキー割り当て

存」ボタンを押すと，ディスクに原稿ファイルが保存さ

れます．

これでひとまず原稿ファイルが完成しました．

5.4 TEXによる処理とプレビュー

5.4.1 フォーマットファイルの選択

原稿ファイルが作成できたら，それをTEXで処理しま
す．このとき，原稿ファイルに応じてフォーマットファ

イルを選択しなければなりません．フォーマットファイ

ルとは，TEXの設定ファイルのことです．TEXはフォー
マットファイルを切り替えることでさまざまな特徴を

持った組版システムへと変化します．（LATEXとは，TEX
の本体に LATEXのフォーマットファイルを組み合わせた
ものです）

5.4.2 TEXによる原稿ファイルの処理

作成した原稿ファイルを TEXで処理してみましょう．
「Ctrl」＋「　］」キーを押して，texmac98.macを起動
します．このマクロは，TEXやDIVOUTといった関連
モジュールを秀丸上から操作するためのものです．

texmac98．macを起動すると，Fig. 30のようなメニ
ューが表示されるので，「現在のファイルのプレビュー」

を選択してください．すると，Fig. 31のようなメッセー
ジが表示されます．「はい」を選択すると，TEXで処理

した原稿ファイルのプレビューがプレビューアと呼ばれ

るソフト（ここでは DVIOUTがこれにあたる）で表示
されます．Fig. 32は先ほど作成した原稿のプレビュー
です.

Fig. 30 texcom98.macによるメニュー画面

Fig. 31 作成したファイルのコンパイル

Fig. 32 例文のプレビュー

原稿ファイルの保存をしないで上記の操作を行った場

合でも,「名前を付けて保存」のダイアログボックスが
表示されますので,このときにファイルを保存してもか
まいません.また,このときに限り,先ほど述べたファイ
ルの拡張子を texにする作業をとばしても Fig. 33のよ
うなメニューが表示され,「はい」を選択することで自
動的に拡張子を texにしてくれます.
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Fig. 33 拡張子を TEXにする

5.5 よく使う機能，便利な機能

TEX や LATEX の原稿ファイルは，本項で示したよ
うな作業を繰り返すことで作成できます．したがって，

TEXMACのような総合環境を利用することで，TEXの
原稿の作成は非常に容易になります．

TEXMACの各マクロを起動するキーの操作が覚えに
くいというのであれば，「Ctrl」＋「[　」キーをまず覚え
てください．このキー操作によって，各種命令の入力補

助とモジュール操作を可能にする texmac98.macという
マクロが起動します．また「Ctrl」＋「　]　」キーは作
成したファイルをコンパイルするときに使うので，覚え

ておくと便利です．さらにもう 1つ，SuperTEX.MAC
（ちょうてふ）の使い方についても紹介しておきます．こ

れは少しコマンドを覚えてきたときにとても便利な機能

です．具体例で示します．まず，

\sec

と入力してこのマクロを起動するとします．このマクロ

は「Ctrl」＋「ｗ」キーを押すと起動します.すると，

section

sec

という二つのメニューが開きますので，実際に入力した

いものを選んでください．これが，もし

\sect

まで入力した段階でマクロを起動したなら，

\section

といきなり確定されます．

\s

の段階でマクロを起動したとすると，sから始まる多く
の命令のリストが表示されます（Fig. 34）．その中から，
望みのものを選択してください．

さらに，この場合 (1文字だけ入力して起動)に限り辞
書の学習機能を備えています．例えば，\sと入力して

このマクロを起動し，sharpを選択したとします．する

と，次に同じように起動すると，sharpがメニューの先

頭に位置しているはずです．

Fig. 34 sから始まる命令のリスト

また，begと入力してマクロを起動したとします．す

ると，多くのメニューが表示されるとおもいます．これ

は，入力したい命令が beginであると判断したためで，

TEX.MACの ‘begin{}タイプ’のメニューが表示されて
いるわけです．そこで，abstractを選択したとすれば

\begin{abstract}

\end{abstract}

と表示され，真ん中の空行にカーソルが移動します．

最後に，

\begin{flushr

の状態でマクロを起動したとします．すると，いきなり

\begin{flushright}

\end{flushright}

と表示されます．

最後にこのマクロを使用するにあたって注意事項を述

べておきます．\記号を忘れたまま，命令の一部を入力

してこのマクロを起動すると，マクロは\記号を求めて，

ファイルの先頭方向へ走っていきます．そして，\記号を

発見したとしても，それは決して入力者の意図通りの結

果にはなりません．ご注意ください．また，\beginの

{}内の補完に際しては，マクロとしては{を探している

だけですので，例えば，\section{flと入力して間違っ

てこのマクロを起動すると，おかしなことになってしま

いますので，その場合はESCキーを押してください．ま
た，\beg{abstとかいて，\begin命令自体も abstract

も共に補完してもらおうというのは甘い考えです．
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以上が TEXMAC を利用した原稿ファイル作成の概要
です.

6 TEXの練習

6.1 TEXの利用

6.1.1 フォントの変更

TEXを使えば，大きな文字にしたり，小さな文

字にしたりすることを簡単に行うことができます．また，文字

のフォントを Italic や，Boldfaceにすることもできま

す3．

6.1.2 数式の記述

TEXを使えば，数式を綺麗に出力できます．また，式
番号の指定も簡単です．

式 (1)は，xを不定積分した結果である．なお，Cは，

積分定数である．

∫
xdx =

1
2
x2 + C (1)

6.1.3 箇条書きの利用

• このように，

• 項目を箇条書きにすることもできます．

– また，箇条書きは

– 入れ子状態にすることもできます．

1. 番号付きの箇条書きをつくることもできます．

2. 連番の管理は勿論，TEXが自動で行います，

6.2 自己紹介の作成

次のページに載せたソースを参照にし，TEXMACを
使いながら簡単な自己紹介を作成してみてください．

3脚注を入れることも可能です．
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\documentclass[a4paper,10pt]{jarticle}

\title{第 1回\TeX ゼミ課題}

\date{2002年 4月 9日}

\author{あなたの名前}

\pagestyle{plain}

%%%%%%%%%% TEXT START %%%%%%%%

\begin{document}

\section{\TeX の練習}

\subsection{\TeX の利用}

\subsubsection{フォントの変更}

\TeX を使えば，{\Large 大きな文字にしたり，

}{\tiny 小さな文字にしたりする}ことを簡単に

行うことができます．また，文字のフォントを

\textit{Italic}や，\textbf{Boldface}にすること

もできます\footnote{脚注を入れることも可能です．

}．

\subsubsection{数式の記述}

\TeX を使えば，数式を綺麗に出力できます．また，式

番号の指定も簡単です．

\eqref{integral}は，$x$を不定積分した結果である．

なお，$C$は，積分定数である．

\begin{equation}

\int x dx = \frac{1}{2}x^2 + C

\label{integral}

\end{equation}

\subsubsection{箇条書きの利用}

\begin{itemize}

\item このように，

\item 項目を箇条書きにすることもできます．

\begin{itemize}

\item また，箇条書きは

\item 入れ子状態にすることもできます．

\end{itemize}

\end{itemize}

\begin{enumerate}

\item 番号付きの箇条書きをつくることもできます．

\item 連番の管理は勿論，\TeX が自動で行います，

\end{enumerate}

\subsection{自己紹介の作成}

次のページに載せたソースを参照にし，\TeX MACを使

いながら簡単な自己紹介を作成してみてください．

\end{document}
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